
つ
な
が
る
こ
と
の
強
み

健
康
な
子
ど
も
と
病
気
の

子
ど
も
の
違
い
は
な
ん
だ
ろ
う

か
。
同
じ
子
ど
も
で
も
日
に

よ
っ
て
体
調
は
違
い
、
昨
日
ま

で
健
康
だ
っ
た
子
ど
も
も
今
日

は
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
小
児
科
医
と
い
う

立
場
上
、
病
気
の
子
ど
も
を
診

察
す
る
機
会
は
多
い
が
健
康
な

子
ど
も
を
診
る
こ
と
は
少
な

い
。
一
方
、
助
産
師
や
保
健
師

は
健
康
な
子
を
診
る
こ
と
が
多

い
。
同
じ
子
ど
も
で
も
病
気
に

か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
生
ま

れ
育
つ
環
境
が
健
康
や
病
気
に

影
響
を
与
え
る
の
だ
と
い
う
。

「
だ
っ
た
ら
病
気
の
子
で
も
健

康
な
子
で
も
一
貫
し
て
ケ
ア
が

で
き
る
よ
う
に
、
小
児
科
医
と

助
産
師
、
保
健
師
な
ど
が
顔
の

分
か
る
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

て
、
母
親
と
子
ど
も
が
育
つ
環

境
を
整
え
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い

か
」
と
い
う
発
想
の
も
と
、
府

北
部
で
合
同
の
講
習
会
や
会
議

を
行
い
出
産
前
後
の
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
貢
献
。
分

娩
後
、
別
の
病
院
に
母
体
・
新

生
児
搬
送
と
な
っ
て
も
円
滑
に

正
し
い
知
識
を
伝
え
た
い

京
丹
後
市
出
身
の
増
田
さ
ん
。

小
学
校
教
諭
だ
っ
た
父
の
影
響

も
あ
っ
て
か
、
発
育
・
発
達
し

変
化
す
る
子
ど
も
の
様
子
に
興

味
を
持
ち
小
児
科
医
に
な
っ
た

と
い
う
。
平
成
17
年
に
舞
鶴
共

済
病
院
へ
。
小
児
科
医
の
一
般

業
務
に
取
り
組
み
つ
つ
、
病
院

で
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
た
「
母

乳
育
児
支
援
」
に
携
わ
っ
た
。

健
康
な
母
子
の
場
合
、
母
乳
で

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

病
気
が
減
っ
た
り
、
母
子
の
糖

尿
病
の
発
症
率
が
下
が
っ
た
り

す
る
ほ
か
、
母
親
の
が
ん
の
発

生
率
が
下
が
る
な
ど
、
母
親
と

子
ど
も
の
健
康
が
守
れ
る
と
い

う
も
の
だ
。
ま
た
、
母
親
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
安
定
や
子
ど

も
の
健
康
な
発
育
・
発
達
に
つ

な
が
る
こ
と
も
分
か
っ
て
お
り
、

子
育
て
世
帯
に
そ
の
知
識
を
伝

え
る
講
習
会
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。「
子
ど
も
だ
け
が
成
長
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
母
親

も
一
緒
に
成
長
し
て
い
く
ん
で

す
」
と
正
し
い
知
識
を
普
及
す

る
た
め
に
尽
力
中
だ
。

引
き
継
げ
る
よ
う
な
母
体
情
報

の
共
有
体
制
、
搬
送
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
な
ど
も
構
築
さ
れ
た
。

ま
た
、
官
民
問
わ
ず
子
育
て

に
関
わ
る
専
門
職
が
集
ま
る
子

育
て
応
援
団
「
は
ぐ
ネ
ッ
ト
ま

い
づ
る
」
に
も
所
属
。
地
域
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
家
族

や
地
域
の
人
か
ら
愛
さ
れ
育
つ

こ
と
を
目
的
に
、
い
の
ち
の
教

育
、
育
児
支
援
の
講
演
会
、
勉

強
会
な
ど
の
出
張
講
師
を
務
め

て
い
る
。「
子
育
て
の
不
安
な

思
い
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

自
身
も
自
分
と
違
う
職
種
の
人

と
つ
な
が
る
こ
と
で
思
っ
て
も

な
い
発
想
や
答
え
に
た
ど
り
着

く
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」
と
思

い
を
語
る
。

大
切
に
す
る
人
間
ら
し
さ

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

匿
名
で
責
任
の
な
い
情
報
が
た

く
さ
ん
行
き
交
っ
て
い
る
今
、

顔
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
安

心
感
が
あ
り
、
情
報
に
責
任
を

持
つ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て

話
す
こ
と
で
人
を
知
り
信
じ
る

と
い
う
人
間
ら
し
さ
を
大
切
に

健康な子どもと病気の子どもの違いって何だろう…。
小児科医として府北部での出産前後の医療を「顔の見えるつながり」で支え、少しで

も母親と子どもの不安を取り除こうと奮闘。その取り組みが昨年11月に母子保健奨励
賞・毎日新聞社賞を受賞した、舞鶴共済病院の増田淳司さんにお話を伺いしました。

人間らしく、顔の見えるつながりで

舞鶴共済病院　小児科医

増田 淳司 さん
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し
て
い
ま
す
。
私
の
仕
事
や
取

り
組
み
で
、
子
育
て
に
悩
む
世

帯
が
減
っ
て
い
く
環
境
を
つ
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

す
。
や
り
が
い
に
つ
い
て
聞
く

と
「
診
察
し
た
子
が
元
気
に
成

長
し
た
り
、
同
じ
医
療
職
を
目

指
し
た
り
就
職
し
た
り
す
る
と

い
っ
た
変
化
を
目
の
当
た
り
に

し
た
と
き
は
何
と
も
言
え
な
い

う
れ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

も
一
つ
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ

と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

▲はぐネットでは
増田先生の出張
講演も実施中。

▪
舞
鶴
市
滞
在
型
農
林
業
体
験
実
習
施
設
条
例
の
一

部
改
正　

滞
在
型
農
林
業
体
験
実
習
施
設
の
管
理
を

効
果
的
、効
率
的
に
行
う
た
め
当
該
施
設
を
指
定
管
理

施
設
か
ら
市
の
直
営
施
設
に
移
行
。

▪
舞
鶴
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
舞
鶴
市
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正　

一
般
職
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
国
家
公
務
員

に
お
け
る
取
扱
い
に
準
じ
、給
料
表
、期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定
。

▪
舞
鶴
市
の
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
舞
鶴
市
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正　
市
長
、副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
与
に
つ
い

て
、国
家
公
務
員
に
お
け
る
取
扱
い
に
準
じ
、期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
改
定
。

▪
舞
鶴
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、職
員
の
給
与
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
追
加
す
る
な
ど

伴
う
人
件
費
を
補
正
す
る
も
の
で
２
，４
４
６
万
円
の

増
額
。

こ
の
結
果
、予
算
総
額
は
、３
５
８
億
９
，０
６
１
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

《
特
別
会
計
補
正
予
算
》

❖
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計（
第
４
号
）
…
８
６
９
万

円
を
減
額
し
、総
額
は
85
億
４
，３
６
９
万
円
。

❖
介
護
保
険
事
業
会
計（
第
３
号
）
…
８
１
１
万
円
を

増
額
し
、総
額
83
億
３
，２
８
０
万
円
。

❖
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
（
第
１
号
）
…

２
４
３
万
円
を
増
額
し
、総
額
12
億
３
，１
３
７
万
円
。

条
例

▪
舞
鶴
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　

生
活
保
護
法
及
び

国
の
命
令
の
改
正
に
伴
い
特
定
個
人
情
報
に
係
る
規

定
を
整
備
。

所
要
の
改
正
。

▪
舞
鶴
市
旅
費
条
例
の
一
部
改
正　

旅
費
か
ら
日
当

を
削
除
し
、旅
行
雑
費
を
追
加
す
る
と
と
も
に
車
賃
の

算
定
方
法
を
改
正
。

人
事

▪
監
査
委
員
の
選
任

　

水
嶋
一
明
氏（
68
歳
、引
土　
新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団
）

▪
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

北
浦
弘
治
氏（
65
歳
、行
永
）、

　
松
尾
眞
弘
氏（
58
歳
、北
吸
）

そ
の
他

▪
指
定
管
理
者
の
指
定　

商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

指
定
管
理
者
を
指
定（
詳
細
は
上
表
の
と
お
り
）。

▪
工
事
請
負
契
約
の
変
更　
（
仮
称
）
舞
鶴
こ
ど
も
園

整
備
工
事
の
契
約
金
額
を
変
更
。

▪
公
有
水
面
埋
立
て
に
関
す
る
意
見　

成
生
地
区
の

公
有
水
面
の
埋
立
て
に
つ
い
て「
異
議
な
し
」と
意
見
。

市 議 会 12 月定例会

災害復旧などの補正予算ほか
補
正
予
算

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

▪
第
５
号　
保
育
所
の
安
全
対
策
や
保
育
士
業
務
の

負
担
軽
減
な
ど
、
保
育
環
境
の
充
実
を
支
援
す
る「
保

育
所
安
全
対
策
・
業
務
効
率
化
促
進
事
業
費
」を
は
じ

め
、
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
農
業
用
た
め
池
で

地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
も
の
の
廃

止
や
安
全
対
策
実
施
に
向
け
た
調
査
を
行
う「
農
村
地

域
防
災
減
災
事
業
費
」昨
年
６
月
の
大
阪
府
北
部
を
震

源
と
す
る
地
震
で
安
全
性
が
問
題
と
な
っ
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
へ
の
対
策
と
し
て
、民
間
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

除
却
費
の
一
部
を
支
援
す
る「
民
間
建
築
物
耐
震
改
修

等
推
進
事
業
費
」小
・
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

改
修
を
行
う「
施
設
整
備
事
業
費
」の
ほ
か
、台
風
24
号

等
の
災
害
復
旧
事
業
費
な
ど
の
補
正
を
行
う
も
の
で

３
億
５
，０
５
４
万
円
の
増
額
。

▪
第
６
号　
国
家
公
務
員
に
お
け
る
給
与
改
定
の
取

扱
い
に
準
じ
た
市
職
員
等
の
給
与
改
定
等
の
実
施
に

　市議会の 12 月定例会が 12 月５日～ 27
日に開会。平成 30 年度一般会計・特別会

計補正予算や条例制定な
ど市長提案の 26 議案を
審議。原案どおり可決・
同意されました。

事業名 補正額
公共施設案内予約システム改修経費 314 万円
保育所安全対策・業務効率化促進事業費 458 万円
農村移住・交流促進事業費 573 万円
基盤整備促進事業費 400 万円
農村地域防災減災事業費 1,000 万円
企業誘致実現プロジェクト事業費 1,500 万円
民間建築物耐震改修等推進事業費 60 万円

（小・中学校）施設整備事業費 4,200 万円
農業用施設災害復旧事業費 3,260 万円
林業施設災害復旧事業費 1,300 万円
道路橋りょう災害復旧事業費 2,760 万円
河川災害復旧事業費 6,930 万円

一般会計補正予算の主な事業

施設と指定管理者一覧
施設名 指定管理者 ( 応募数 ) 期間

公

募

青葉山ろく公園 ( グリーンス
ポーツセンターなど )

一般財団法人舞鶴市ス
ポーツ協会 (1) 5 年

西市民プラザ 特定非営利活動法人まち
づくりサポートクラブ(1) 5 年

青葉山ろく公園 ( 陶芸館 ) 公益財団法人舞鶴市文化
事業団 (1) 5 年

東舞鶴公園、文化公園、泉源寺
公園、前島みなと公園、伊佐津
川運動公園、東体育館

舞鶴スポーツネットワー
ク (1) 5 年

商工観光センター 舞鶴商工会議所 (1) 5 年

勤労者福祉センター 一般財団法人舞鶴勤労者
福祉協議会 (1) 5 年

非
公
募

大丹生コミュニティセンター 西大浦産業株式会社 2 年
総合文化会館、東コミュニティ
センター

公益財団法人舞鶴市文化
事業団 2 年

農業公園 株式会社農業法人ふるる 2 年
親海公園 株式会社農業法人ふるる 2 年
自然文化園 公益財団法人舞鶴市花と

緑の公社 2 年

市の施設の指定管理者が決定
期間は平成 31 年 4 月 1 日から 2 ～ 5 年間。各団体から提

出された事業計画などにより指定管理者選定委員会での審査を
経て候補者を決定。

市議会 12 月定例会での議決を経て指定しました。
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